
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

1年生：生活科「昔あそび」でけん玉にチャレンジ。1月14日にはJET青年のジュリアさんに1年生が教え、23日の公開日 

     の公開日には、日本けん玉協会の講師鈴木康之先生にコツを教えてもらいました。 
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清瀬市立芝山小学校  

校 長  佐藤 強  

http://www.kiyose.ed.jp/ 
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＜武田双雲先生の講演会を聞いて（高学年）＞ 

○私は、書道で三段をもっています。習字リレーでは、「心」の二画目を書きました。双雲先生のお話を聞いて、

「心」の二画目は、一番責任のある字だと改めて思いました。 

 書道では、今「夢の実現」という字を書いています。私の将来の夢の一つは、書道の先生になることです。

双雲先生のような書道の先生になることを実現したいです。双雲先生のお話を聞けたことは、人生で一番貴重

な経験となりました。（5年1組 女児） 

○私は、芝山小学校に武田双雲先生が来て、いろいろな話をしてくれたことが楽しかったです。いろいろな話

をしてくれた中で一番心に残ったのは、「勉強することや朝起きることを楽しんでやる。」という話です。私は、

勉強を楽しんでやるということが、あまり得意ではないので、双雲先生が言ったように楽しんでできるように

していきたいです。（5年1組 女児） 

○この間は、私たちにお話をしてくださり、ありがとうございました。どれも面白くて、夢中で聞いていまし

た。その中でも、一人一人の「た」の書き方がちがうということが一番心に残りました。私は、自分が思って

いることと他人が思っていることがちがっていても自分は自分でいいんだなと思いました。 

 他にも、物事を楽しんでいくことが大切ということも心に残りました。つまらないように生きていくのと楽

しいように生きていくのは、やっぱり全然違うんだなと改めて感じました。「た」の物語もとても面白かったで

す。そして、3 歳の時から楽しみながら習字をやっていて、すごいと思いました。たくさん心に残ったことが

あります。本当にありがとうございました。（6年1組 女児） 

 

 


